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Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

気づいてください。
一人ひとりに
大切なこと。

みんなが

自分らしく生きられる社会へ

心にひそむ

思い込みをなくして、

相手のありのままを

受け入れること

それは、

あなたにもできる

大切なことです。

みんなが

心豊かに生きられる社会へ

人権は

人ごとではないと気づき、

普段の行動や会話を見直すこと。

それは、

あなたにもできる

大切なことです。

みんなが

笑顔で支え合える社会へ

相手の気持ちを理解して、

もし逆の立場だったらと

考えること

それは、

あなたにもできる

大切なことです。

『人権啓発ＰＲＥＳＳ

　　　　　ＴＨＥ　ハート』より

●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務

　TEL096-234-2447（内線321）
　 klg110@town.kosa.lg.jp

　
10
月
９
日
（
火
）
早
川
の
早

川
厳
島
神
社
で
同
神
社
大
祭
が

開
催
さ
れ
、
４
０
０
年
以
上
の

伝
統
を
持
つ
獅
子
舞
が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
神
社
は
、
昔
か
ら
疫
病
退

散
と
五
穀
豊
穣
を
祈
願
。
こ
の

獅
子
舞
は
５
年
前
に
北
早
川
区

（
宮
崎
達
也
区
長
80
世
帯
）
で

復
活
し
、
け
い
こ
は
毎
年
１
か

月
前
か
ら
開
始
。
子
ど
も
と
大

人
が
一
緒
に
な
っ
て
、
笛
、
太

鼓
、
釣
り
子
、
棒
使
い
、
雄
獅

子
、
雌
獅
子
の
舞
の
練
習
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
同
神
社
の
拝
殿
で
、

子
ど
も
た
ち
が
釣
り
子
や
棒
使

い
と
獅
子
が
戯
れ
る
場
面
を
見

事
に
演
じ
、
参
拝
者
か
ら
盛
大

な
拍
手
が
あ
り
ま
し
た
。

　
11
月
13
日
（
火
）、
町
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
室
で
、
講

演
会
「
阿
蘇
（
お
池
さ
ん
）
参

り
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

の
佐
藤
征
子
さ
ん
（
仁
田
子

区
）
を
講
師
に
招
い
て
開
催
。

参
加
者
に
写
真
や
地
図
な
ど
を

見
せ
な
が
ら
説
明
し
ま
し
た
。

　「
阿
蘇
参
り
」
と
は
、
甲
佐

地
区
の
地
域
の
代
表
者
が
阿
蘇

神
社
に
参
拝
に
行
き
、
神
札
を

も
ら
い
受
け
て
地
域
で
「
サ
カ

ム
カ
エ
」
を
す
る
行
事
で
、
現

在
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
阿
蘇
神
社
と
甲
佐
神

社
の
関
わ
り
な
ど
も
学
習
し
ま

し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、「
阿
蘇
の
大

地
の
偉
大
な
る
自
然
へ
の
感
謝

と
畏
敬
（
い
け
い
）
が
、
人
々

を
参
拝
と
い
う
行
為
に
導
い
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

北
早
川
の
獅
子
舞
復
活

▼

ト
ピ
ッ
ク

「
阿
蘇
参
り
」
講
演
会

▼

第
３
回
町
民
大
学

▲北早川に伝わる伝統の獅子舞

を舞う子どもたち

▲「阿蘇参り」について説明す

る講師の佐藤征子さん

▲

町公民館主催講座のご案内

「絵手紙教室」参加者募集

　年賀状に心のこもった１枚を描

いてみませんか。

　今回は、消しゴムスタンプを作

成します。初めての人でも、安心

して受講できます。皆さんの受講

をお待ちしています。

●開催日時　12月５日（水）午

前９時30分～正午

●会場　町生涯学習センター視聴

　覚室

●準備品　

　消しゴム、彫刻刀、新聞紙、濃

い鉛筆

●お申し込み先

　町教育委員会公民館事務局

　（町教育委員会社会教育課内）

　TEL096-234-2447（内線321）

●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線323）
　 klg110@town.kosa.lg.jp


